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初めまして！ 
このテキストを製作した
イタリアワイン輸入会社 
ヴィーノハヤシです。

 
イタリア愛は誰にも負けません！ 

テキストの見どころを
解説します。 



イタリアワインの世界へ
ようこそ !

v o l .0112

バローロの生産エリアでも随一の眺望を誇るラ・モッラ村の展望広場（標高 550m）から南東を望む

Benvenuti nel mondo 

        del vino italiano!

イタリアワインは難しい…。

　よく耳にする言葉です。
　イタリア全土で様々なスタイルのワインが造られている上に、ブド
ウの土着品種は数知れず。原産地呼称（銘柄）は増え続けるもの
の格付けと呼ばれるような評価の序列が存在していない。フランス
ワインのように生産地やブドウ品種が限られ、クオリティーの優劣が
ヒエラルキー化されていれば簡単なのですが。しかし…

だからこそ面白い !

　イタリアは南北に長い半島で、北はアルプスから南はアフリカ近く
のシチリア島まで風土も様々。約 150年前まではいくつもの小国が
割拠し、歴史、民族、文化が複雑に絡み合ってきました。
　そのため全 20州で造られるワインは複雑で理解しづらく、とっつ
きにくさにもなっている一方で、それぞれの土地の個性を内包した
唯一無二の魅力が生まれ、それがイタリアワインならではの面白さ
になっています。

テキストを読みながら、ワインを楽しもう。

　それぞれの違いや個性こそがイタリアワインの最大の魅力です。
　イタリアワインを学ぶには知識としての背景を知るのはもちろん
重要ですが、体験的にワインを飲み感じていく必要があります。頭
だけでは理解しきれないカオスの中に、五感を通して気づくロジッ
クが隠れているのです。
　個性を魅力と感じ、違いの背景が読み解けるようになったとき、
イタリアワインは百花繚乱の艶となり、あなたの人生を豊かなもの
にしてくれることでしょう。
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10年にわたって取材した
秘蔵写真！

ドローンで撮影した写真も！ 



トレンティーノ＝
アルト・アディジェ州

ピエモンテ州

リグーリア州

エミリア＝ロマーニャ州

トスカーナ州

ヴァッレ・
ダオスタ州

ヴェネト州

フリウリ＝ヴェネツィア・
ジューリア州

ロンバルディア州

マルケ州

ウンブリア州

アブルッツォ州

ラツィオ州

カンパーニア州

モリーゼ州

シチリア州

サルデーニャ州

カラブリア州

プーリア州

バジリカータ州

v o l .04

v o l .01

v o l .02

v o l .03

v o l .03

v o l .06 v o l .05

v o l .05

v o l .07
v o l .08

v o l .08

v o l .09

v o l .09

v o l .10

v o l .10

v o l .11

v o l .11

v o l .12

v o l .12

v o l .12

カリキュラム
CURRICULUM

◉  ワインの個性とバラエティを生み出す様々な要素を知り、多様性を楽しめるようになろう。
◉  ワインラベルやワインリストが読めるようになろう。
◉  レストランやワインショップで自分の好みを伝え、選べるようになろう。
◉  イタリアワインを通して、イタリアの地理や歴史についてより深く理解できるようになろう。
◉  イタリアワインの魅力を人と語らえるようになろう。

GOAL
目標

1 年で全 20 州を巡ります。

トレンティーノ＝アルト・アディジェ州

ピエモンテ州

ヴァッレ・ダオスタ州 / リグーリア州

エミリア＝ロマーニャ州

フリウリ＝ヴェネツィア・ジューリア州 / ヴェネト州

ロンバルディア州

トスカーナ州

マルケ州 / ウンブリア州

アブルッツォ州 / モリーゼ州

サルデーニャ州 / シチリア州

ラツィオ州 / カンパーニア州

カラブリア州 / プーリア州 / バジリカータ州
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イタリアワインの世界へようこそ !

歴史、地理、文化的な視点から、イタリア
ワインの多様性の背景を理解します。

全 12回の講座タイトルと、各号でどんなことが学べるかをまとめてみました。
そのほか各州のワインの特徴や、知っておきたい豆知識コラムも展開します。
ぜひお楽しみください。

「最適なグラスの選び方」コラム

良いワインは
良いブドウからしか造れない

ブドウの生育サイクル、栽培方法のほか、
基本的なブドウ品種について学びます。

「恥をかかないワインのマナー」コラム

ブドウに愛される土地の条件

ブドウに適した土地の条件を学ぶ。様々
なテロワール（気候、土壌、地勢）を学び
ます。

「より美味しく飲むためのワインの
温度」「スマートなコルクの開け方」

コラム

ブドウがワインに変わるまで

ワインの基本的な造り方のほか、醸造／
熟成方法の違いとワインに及ぼす影響を
学びます。

「価値を高めるワインの保管」「知っ
  ておきたい状態不良のあれこれ」

コラム

色から観るワインのバリエーション

色の違いからワインのバリエーションにつ
いて学びます。白、赤、ロゼの違いとその
造り方も学びます。

「高いほど美味しい？ 古ければ
  美味しい？ ワインの値付けについて」

コラム

様々なタイプのワイン

スプマンテ、デザートワイン、酒精強化ワ
インなど様々なタイプのワインと造り方に
ついて学びます。

「ワンランク上の食前酒と
 心を掴むための食後酒」

コラム

料理とのアッビナメント

イタリア各地の食文化を学びながら、料
理とワインとのアッビナメント（相性）につ
いて知る回です。

「ソムリエの操縦法」
「ワイン持ち込みの心得」

コラム

様々なブドウ品種

国際品種から土着品種までブドウのバラ
エティー。 品種によるワインの個性を学び
ます。

「甘口ワインの秘密」コラム

造り手の哲学とスタイルの違い

伝統的／革新的／ビオの造り手など、生
産者のフィロソフィーとワインのスタイルに
ついて学びます。

「貴族から農夫まで、
  ワイナリーの実態」

コラム

海のワイン

沿岸地域を代表するブドウ品種、ワイン
の銘柄、味わいや香りの特徴などを学び
ます。

「1日で飲みきるなんてもったいない
 明日のためのワインの栓」

コラム

山のワイン

丘陵・山岳地帯を代表するブドウ品種、
ワインの銘柄、味わいや香りの特徴など
を学びます。

「デキャンタージュの魔法」コラム

偉大なワイン

偉大なワインを造るための条件、テロワー
ル、醸造・熟成方法などを学びます。

「上級者の古酒選び」コラム

イタリアワイン通信講座のカリキュラムと目標
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全12回（1年間）のカリキュラムで 
ワインの個性を生み出す 

品種・土地・造り方など学び、 
グラスの使い方や食べ物との合わせ方も 

知識を深めることができます。 

  全20州を旅するように学びましょう！ 



なぜイタリアワインは多様なのか？
Perché  il  vino  italiano  è  vario ?

① ブドウの品種　
日本でも食用（一部はワイン用）として栽培さ
れている巨峰とデラウェアでは、果実の大き
さ、果皮の色、味わいも異なります。ワインに
仕上げた場合も、原料となったブドウの個性
が色、香り、味わいに影響します。

② 土地（テロワール）
同じブドウ品種を栽培しても、ブドウ畑がある
場所の気候、土壌、地勢の条件によって実る
ブドウに違いが出ます。温暖な気候ほどブド
ウの果実は甘く熟し、その糖分によりアルコー
ル度数の高いワインを造ることができます。

③ 生産者
同じ畑で同じブドウ品種を栽培しても、畑を
管理する人によって収穫できる果実に差が出
ます。また、同じブドウ果汁を用いても、ワイ
ンに醸す人、ワインを熟成させる人によって仕
上がるワインに差が出ます。

　ワインの原料はブドウ果汁 100％です。
水も一切加えません。そのため果皮を含め
たブドウ自体の味わいが、ワインに大きな
影響を与えます。簡単に言うと、すっぱいブ
ドウから造られるワインは酸味が強く感じら
れます。では、そのブドウの個性はどこから
くるのでしょうか。
　大きく3つの要素に分けると、① ブドウ
の品種、② ブドウが栽培される土地、③ ブ
ドウを作る人、に分けられます。

ワインは
ブドウ 100％ジュース
から造られる

①ブドウ品種、②テロワール、③生産者の組み合わせの相性がよく、最高の成果を発揮し
た場合に「偉大なワイン」が生まれます。写真は、ブルネッロの生産者の中でも一線を画
す造り手、クパーノのブルネッロ・ディ・モンタルチーノ（ワインボトル左）

多種多様なブドウが生まれる環境は、長い歴史を経てつくり出されます。
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な
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ン
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？イタリアでは 2,000種以上のブドウが栽培されており、日

本でも 100種以上の土着品種で造られたイタリアワイン
を楽しむことができます。なぜイタリアは他の国にはな
い、ブドウ品種の多様性がみられるのでしょうか。
いくつかの要因が考えられますが、ここではブドウ栽培
の歴史の長さに着目します。
紀元前 5,000年、メソポタミアで誕生したブドウは、コー
カサス、ギリシャを経て、紀元前 3,000年頃シチリアへ
渡ったとされています。そして、紀元前 8世紀頃よりギリ

ブドウ品種の多様性

シャ人により南イタリアへブドウ栽培とワイン醸造がもた
らされ、イタリア全土へ広がっていきました。
ブドウは遺伝的に不安定な植物のため、種から育てると
親樹とは別物になる場合があります。そのため、長い歴
史の中で様々な亜種が誕生し、それらの自然交配により
無数のブドウ品種が生まれました。
挿し木や接ぎ木による繁殖により遺伝子型が固定できる
ようになるまでは、多種多様なブドウが生まれる環境だっ
たのです。

POINT 1

紀元前 5000年ごろ
メソポタミアで誕生

紀元前 3000年頃
ギリシャ、シチリアへ

紀元前 4000年頃
コーカサスに伝わる

紀元前 8世紀以降
イタリア全土へ
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州ごとに文化・歴史が全く違い 
ワインの特徴も異なる
全20州を解説します。 

  北部から南部まで網羅！
1年後にはイタリアに
行きたくなるはず
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？アルプス山脈

最高峰は 4,810mのモンブラン

アペニン山脈
最高峰は 2,912mのコルノ・グランデ

ポー川
全長は 650km超

神聖ローマ帝国

ハンガリー王国

ヴェネチア共和国

コルシカ
（ジェノヴァ共和国領）

サルデーニャ
（ナポリ王国領）

オスマン・トルコ帝国

シチリア王国

ナポリ王国

教皇領

フランス王国

ミラノ公国

ジェノヴァ共和国

北緯 41°付近
ローマと北海道函館が同緯度

北緯 37°付近
カターニャと福島県郡山が同緯度 カターニャ

ローマ

アラブの侵略
4世紀頃

ギリシャからの移民
紀元前 8世紀頃

ノルマン人の侵略
11世紀頃

フランスの侵略
18世紀末～
19世紀初頭

ゲルマン人の侵略
4世紀頃

土地（テロワール）の多様性

POINT 2

南北に長いブーツ型のイタリア半島は風土も様々です。
イタリア北部の国境に沿って聳えるアルプス山脈は、モンブ
ラン（標高 4,810m）を擁するヨーロッパ最大の山脈です。
そのアルプスを水源とするイタリア最長のポー川は、総延
長 650kmを超え、北部のロンバルディア平原を横断して
います。
半島の付け根部分からは、アペニン山脈（最高峰は
2,912mのコルノ・グランデ）がイタリア半
島の背骨のように縦断しており、つま先の

カラブリア州を抜けてシチリア北部まで続いています。
そのため海と山脈との距離が約 60kmととても近くて、平
野部は国土の約 20%、そんな変化に富んだ地形がイタリ
アの特徴です。そして南北に細長く、三方が海に囲まれて
いることから気候も様々です。
こうしたバラエティに富んだ風土がブドウの個性に大きな
影響を与えています。

多様な民族が入り混じったイタリア人

「イタリアとは地理的名称に過ぎない」と言われます。歴史上
「統一国家としてのイタリア」の誕生は、実は 19世紀中頃に
なってからです。
イタリア半島では、古代のエトルリア人からはじまり、ギリシャ
人、ゲルマン人、アラブ人など他民族の支配と小国への分裂が
繰り返されてきました。
中央集権的統一国家の成立が遅かったことと、アペニン山脈
やアルプス山脈に遮られて地理的に文化交流のスピードが遅
かったことから、地方ごとの独自文化が各地に根付いていて、
それが今なお、造り手のメンタリティーにも表れています。

生産者の多様性

POINT 3

0 1,000 km

北緯 45°

北緯 30°

日本 イタリア

国土

人口

平均寿命

出生率

ワイン消費量

ワイン生産量

377,900㎢

1億 2,600万人

84.2歳

1.42人

3.64ℓ／年

17.6万 kl／年

301,300㎢

6,050万人

83.2歳

1.34人

33ℓ／年

548万 kl／年

日本 V.S.イタリア
データ比較

日本の面積は
イタリアの 1.25倍

※ 2020年現在

12 世紀から現在までのヨーロッパ諸国の支配領土の遷移を
動画にしたものです。イタリア半島のみならず、ヨーロッパの
歴史が感覚的に理解できます。ぜひご覧ください。
blog.vinohayashi.com/?p=2939
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LEGISLAZIONE DEL VINO ITALIANO

ワイン法（1963年）に基づき、イタリアワ

インにおいて「格付け」が規定されてい

ます。それぞれ一定の規定の審査を通

過しなければならないため、時に降格も

あります。上位から DOCG、DOC、IGT、

VdTに分類され、ラベル上に必ず表記さ

れています。

DOCG

DOC

IGT

VdT

DOCG
Denominazione di Origine Controllata e 
Garantita

ディー・オー・シー・ジー
統制保証原産地呼称ワイン

イタリアワインの格付けの中で一番厳正な規定。生産
エリアをはじめ、使用するブドウ品種や、最低アルコー
ル度数、最大生産量などが厳しく限定されます。申請
の前に 10年以上 DOCである必要があり、ボトルには
政府認可の証明するシールが貼られます。2020年 4

月現在 76銘柄。州別ではピエモンテ州が一番多く18

銘柄、続いてヴェネト州に 14銘柄の DOCGが認めら
れています。

DOC
Denominazione di Origine 
Controllata

ディー・オー・シー
統制原産地呼称ワイン

申請の前に 5年以上ＩＧＴである必要があり
ます。2020年 4月現在 334銘柄。

IGT
Indicazione Geografica Tipica

イー・ジー・ティー
地域特性表示ワイン

ラベルには生産地域が記載されます。フラン
スの「ヴァン・ド・ペイ」に相当します。

VdT
Vino da Tavola

ヴィーノ・ダ・ターヴォラ
テーブル・ワイン

いわゆる「テーブル・ワイン」です。使用品種、収穫年、
生産地を表示する義務はありません。規定にしばられ
ることなく生産したい場合にあえてこの格付けを使う場
合もあります。

DOCGのボトルの首には、それを示す帯が必ず貼られます。
長い間、白ワインには緑色、赤ワインにはピンク、スプマン
テにはオレンジの帯が貼られていましたが、2011年からイ
タリア政府のワイン検査機関が変更されたことをきっかけに
デザインが一新し、現在では赤ワイン白ワイン等の区別無
く、白地に茶のマークの帯となっています。DOCに関して帯
貼付は義務ではありませんが、既存のクリーム色の帯に加
え、新たに全国でデザインを統一した青い帯が設けられま
した。

DOCG白ワイン DOCG赤ワイン DOCG共通 DOC共通

BREVI NOTEイタリアワイン豆記事

フランスのボルドーではワインの重要度が格
付けによって示されているので、いわゆる「良
いワイン」の判断がしやすいですが、イタリア
のワイン法の格付けは重要度や値段、美味
しさを必ずしも示しているわけではありませ
ん。ただ、格付けが高いほど厳しい規定に
沿って造られているのは確かで、DOC/DOCG

がわかれば、地域、ブドウ品種等の判別には
とても役立ちます。

76銘柄

334銘柄

COME LEGGERE LE ETICHETTE

ワインのラベルを読む
エティケッタ（英語ではエチケット）と呼ばれるワインのラベルには、
ワインの大事な情報が記されています。格付け、ブドウ品種、生産
地、生産者名、ヴィンテージ etc…こうした情報を読み取ることで、そ
のワインのおおよその特性を掴むことができます。とはいっても、格
付の種類（DOCG/DOC/IGT/VdT）ごとに、記載が義務付けられて
いる項目が異なっていて、任意表示の項目もあります。さらに表ラベ
ルしかないもの、裏表あるものなど様々なのですが、書かれるべき
情報は必ずどこかに記載されているので、ぜひ読んでみましょう。

オリジナル・ネーム：
CUPANO

オリジナル・ネーム：
N'ANTICCHIA

* 銘柄：
ブルネッロ・ディ・
モンタルチーノ

*銘柄：
ブルネッロ・ディ・
モンタルチーノ

*銘柄：エトナ

*格付け（原産地呼称）：
DOCG

* 格付け（原産地呼称）：
DOCG

* 格付け（原産地呼称）：
DOC

*アルコール度数：14.5% * 容量：750ml

* 収穫年：2010

* 収穫年：2010

* 収穫年：2010

* 瓶詰者の表記

*瓶詰者の表記

*生産地：モンタルチーノ

*生産地：
CASTIGLIONE DI

SICILIA

*アルコール度数：15%

* 容量：750ml

オリジナル・ネーム：
SCIPIO

オリジナル・ネーム：
SCIPIO

格付け（原産地呼称）：
IGT

生産者名：
TENUTA SETTE
CIELI

収穫年：2009

収穫年：2009

ブドウ品種：
カベルネ・フラン

瓶詰者の表記

生産地：BIBBONA

アルコール度数：14.5%

容量：750ml

銘柄、格付け（原産地呼称）、収穫
年、瓶詰者の表記、生産地、アルコー
ル度数、容量は、DOCG/DOC規定
で記載が義務の項目となっています。

*

ラベルはいわばそのワインの顔。毎年デザインや色が変わる
アートラベルもあれば、生産者の想いやメッセージをアイテム名
に込めたものなど様々です。そうしたラベルへのこだわりに、造
り手のスタイルを垣間見ることもできます。
例えば、歴史ある伝統的造り手のラベルが家紋の入ったクラ
シックなものだったり、新進気鋭の造り手のラベルがモダンで
アーティスティックだったり。気に入ったラベルやネーミングでワ
インを “エチケット買い”するのも、楽しみ方のひとつですよ。

例にあるDOCG（左の上２つ）のように、固有の「アイテム名」を
持たないものもたくさんあります。その場合、「クパーノ（生産者
名）のブルネッロ・ディ・モンタルチーノ（銘柄）」というように呼ば
れます。また右下の例のように IGTワインにはブドウ品種が書か
れていることがありますが、DOCGワインにはほとんどの場合記載
されません。というのもDOCGの規定において、例えば Brunello 

di Montalcinoであるならブドウ品種は Brunello（ブルネッロ）
100％とされているので、必然的に品種が特定されるためです。

トスカーナ州において、法律や従来の格付けにとらわれず、独自
の醸造方法で造られた上質なワインはスーパートスカーナ（スー
パータスカン）と呼ばれ、1980年台頃から一躍有名になりまし
た。それは当時の時代遅れとも言える醸造規定への造り手の挑戦でもありました。
特にトスカーナ西部ボルゲリエリアで、フランス品種を中心に造られたものが多くみ
られます。また、キャンティの規定にとらわれずに造られる、サンジョヴェーゼ種の
上質なワインなどもスーパートスカーナと呼ばれます。
格付けの規定に沿わず造られたスーパートスカーナは、IGTもしくは VdTとなりま
す。シャトーラフィットの苗木を用いて生まれたサッシカイアは、例外的に現在 DOC

の格付けに昇格していて、イタリアワインの代名詞のひとつにも数えられています。
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(DOP)

(DOP)

DOCG

DOC

IGT

VdT

(IGP)

(Vino)

ワイン法(1963年)に基づき、イタリアワイ
ンにおいて「格付け」が規定されています。
それぞれ一定の規定の審査を通過しなけれ
ばならないため、時に降格もあります。上位
からDOCG、DOC、IGT、VdTに分類され、
ラベル上に必ず表記されています。
2009年8月1日から新たにEUワイン規則が
施行され、格付けはDOP、IGP、Vinoの3段階
に変更になりました。
実際には旧表記もしくは両方をラベルに表
示することも認められており、生産者の
選択により記載されています。

トスカーナ州において、法律や従来の格付けにとらわれず、独自
の醸造方法で造られた上質なワインはスーパートスカーナ(スー
パータスカン)と呼ばれ、1980年台頃から一躍有名になりました。
それは当時の時代遅れとも言える醸造規定への造り手の挑戦でもありました。トス
カーナ西部ボルゲリエリアで、フランス品種を中心に造られたものが多くみられま
す。また、キャンティの規定にとらわれずに造られる、サンジョヴェーゼ種の上質な
ワインなどもスーパートスカーナと呼ばれます。
格付けの規定に沿わず造られたスーパートスカーナは、IGT（IGP）もしくはVdT
（Vino）となります。シャトーラフィットの苗木を用いて生まれたサッシカイアは、例
外的に現在DOC（DOP）の格付けに昇格していて、イタリアワインの代名詞のひとつ
にも数えられています。

申請の前に5年以上IGTである必要があります。
2023年3月現在334銘柄。

ディー・オー・シー／ディー・オー・ピー
統制原産地呼称ワイン

DOC／DOP
Denominazione di Origine Controllata
Denominazione di Origine Protetta

IGT／IGP
Indicazione Geografica Tipica
Indicazione Geografica Protetta

VdT／Vino
Vino da Tavola

DOCG／DOP
Denominazione di Origine Controllata e 
Garantita
Denominazione di Origine Protetta

ラベルには生産地域が記載されます。
フランスの「ヴァン・ド・ペイ」に相当します。

イー・ジー・ティー／イー・ジー・ピー
地域特性表示ワイン

ヴィーノ・ダ・ターヴォラ／ヴィーノ
テーブル・ワイン

ディー・オー・シー・ジー／ディー・オー・ピー
統制保証原産地呼称ワイン

いわゆる「テーブル・ワイン」です。使用品種、収穫
年、生産地を表示する義務はありません。規定に
しばられることなく生産したい場合にあえてこ
の格付けを使う場合もあります。

イタリアワインの格付けの中で一番厳正な規定。
生産エリアをはじめ、使用するブドウ品種や、最低
アルコール度数、最大生産量などが厳しく限定さ
れます。申請の前に10年以上 DOCである必要が
あり、ボトルには政府認可の証明するシールが貼
られます。2023年3月現在76銘柄。州別ではピエモ
ンテ州が一番多く18銘柄、続いてヴェネト州に14
銘柄のDOCGが認められています。



トレンティーノ＝アルト・アディジェ州について
Trentino  Alto  Adige

剥がれ落ちそうなほどのブドウ畑とアディジェ峡谷。
斜面の向き、標高、気候や土壌（火成岩、石灰岩、ドロマイト、泥灰土等）が多岐
にわたるため、複雑なパズルのように敷かれ、素晴らしい景観を生み出している 北部のアルト・アディジェは、北はオーストリア、北西はスイスと国境を接し、

アルプス山脈から流れるアディジェ川に沿ってブドウ畑が広がる
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美しい山々に囲まれた
イタリア最北端の州

POINT 1

トレント県を中心とするトレンティーノ地
方と、ボルツァーノ県を中心とする北部ア
ルト・アディジェ地方に大きく分かれま
す。世界遺産ドロミテ山塊の 3,000m級
の峰々がまたがっていることでも有名で、
まさに山岳地帯。トレッキングやスキーな
どでも大変人気がある自然豊かな地域
です。
　ブドウ栽培は、州を南北に走るアディ
ジェ川流域で多く見られ、標高 200～
1,000mの間でその標高に適したブドウ
品種が栽培されています。単一のブドウ
で造られるワインが多く、その場合ブドウ
品種がワイン名として記載されることがあ
ります。協同組合の生産者が多いことも
特徴です。平地ではブドウのほかにりん
ごが植えられ、最近は青りんごやふじな
どの品種も増えています。

アルト・アディジェ地方

POINT 2

長い間オーストリアの統治下だった影響から、ドイツ語も公用
語です。ワインのエチケットにも 2カ国語表記が見られます。
2018年ミシュランガイドでは、1軒のレストランが三ツ星に、6

軒が二ツ星に選ばれる美食の町でもあります。
この地域は年間 300日太陽に恵まれ、北からの寒気をアルプ
ス山脈が遮るため、暖かい気候を好む黒ブドウの栽培にも向
く恵まれた地域です。さらに南のガルダ湖から冷涼な風が吹く
ので、夏もそれほど暑くはならない。その上、ブドウの熟成期
には効果的な寒暖の差が生じるので、アロマティックな白ブド
ウ品種が多く生み出されています。

▶ 別名南チロル（スッドティロル）
▶ 2カ国語併記のドイツ語文化圏

トレンティーノ地方
▶ 住みやすい町イタリアNo.1！
▶ トレントを中心としたイタリア語圏

POINT 3

高い就職率、工業地帯、豊富な公共施設、大理石資源、山
のレジャー、農業、オーストリア交易。
かつて住みやすい町ランキング No.1に選ばれた、不況知ら
ずな元気な町トレントは、この州の州都。歴史の街であり、山
あいには中世の古城が数多く点在します。平地でも既に
200mの標高があり、ブドウは 300~600mのエリアで作られて
います。南北をアディジェ川が縦断しており、1,000m越えの
山岳に囲まれた独特の地形に加え、数多くの渓谷があるた
め、気候は場所によって大きく変わります。それを上手に利用
して、ブドウ栽培が行われています。

世界遺産ドロミテ山塊を擁す
る美しい山々に囲まれ、オー
ストリア、スイスと国境を接す
るイタリア最北端の州です。

北側のドイツ語圏「アルト・
アディジェ地方」と、南側の
イタリア語圏「トレンティーノ
地方」に分かれます。

アルト・アディジェ地方： 
アロマティックな白ワイン産地
として、近年世界的に高評
価を得ています。元々は赤ワ
インが主流の産地で、現在
も全生産量の約 4割は赤ワ
インです。

トレンティーノ地方： 
瓶内二次発酵のスプマンテ
の生産が盛んです。

アルト・アディジェ地方
ALTO ADIGE

トレンティーノ地方
TRENTINO

南チロル産ふじりんご
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DOC テロルデゴ・ロタリアーノ
生産地： トレント県

テロルデゴ 100％で造られる赤ワインもしくは
ロゼワイン。赤ワインは紫がかった濃いルビー
色で、濃厚で野生的な果実味を持ちます。
ロタリアーノ平野は「黄金の土地」と呼ばれる
ブドウの産地で、テロルデゴ・ロタリアーノは
「トレントの王子」とも呼ばれる北イタリア有数
の銘酒とされます。 生産者例

レドンデル

DOC ラーゴ・ディ・カルダーロ（カルテレルゼー）
生産地：  ボルツァーノ県／トレント県

ボルツァーノの南にあるカルダーロ湖周辺のエ
リア。アルト・アディジェとトレントをまたがる
DOCです。
スキアーヴァで有名な産地で、スキアーヴァを
85％以上使用するのが DOCの規定。アルト・
アディジェ産のものは、ラーゴ・ディ・カルダー
ロ・クラッシコと表記されることもあります。 生産者例

コルテレンツィオ

DOC トレント
生産地： トレント県

瓶内二次発酵によるスプマンテの DOC。フェッ
ラーリなどが有名で、フランチャコルタに並ん
で近年注目されているメトド・クラッシコ（シャ
ンパーニュ方式）のスプマンテ。品種の規定
は、シャルドネ、ピノ・ビアンコ、ピノ・ネロ、ム
ニエ。アロマッティックで、引き締まったミネラ
ルと芯の通った酸が特徴的。 生産者例

フェッラーリ

DOC アルト・アディジェ（スッドティロル）
生産地： ボルツァーノ県

生産者例
フランツ・ハース

アルト・アディジェのワインはほとんどが DOCア
ルト・アディジェです。白ワインでは、ゲヴュル
ツトラミネール、リースリング、ソーヴィニヨン、
ピノ・ビアンコなど。赤ワインでは、ラグレイン、
スキアーヴァ、ピノ･ネロなど。その品種を 85％
以上使用するとラベルに品種を表示できます。
他に、ロゼワイン、甘口ワイン、スプマンテなど
も造られます。

Vino rappresentativo

ボルツァーノ

メラーノ

トレント

マドンナ・ディ・
カンピーリョ

ステルヴィオ

ブレッサノーネ

ガルダ湖

オーストリア

ドロミテ渓谷
カルダーロ湖

ヴェローナ

アルト・アディジェ地方
ALTO ADIGE

TREKKING

SKI

ヴェノスタ谷

リースリング

ピノ・ネロ

ロタリアーノ平野

テロルデゴ

ラガリーナ谷

マルツェミーノ

DOCトレント／
DOCトレンティーノ

のエリア

ピノ・ビアンコ

ソーヴィニヨン・ブラン

シャルドネ 

イサルコ谷

ミュラー・トゥルガウ

シルヴァネール

ケルナー

スキアーヴァ

ラグレイン

ゲヴュルツトラミネール

ピノ・グリージョ

アディジェ川

テルラーノ

コルタッチ村
P.20～23

ヴェネト州

チェンブラ谷

ミュラー・トゥルガウ

トレンティーノ地方
TRENTINO

リヴァ・デル・
ガルダ

ワイン生産の先進的産地
トレンティーノ＝アルト・アディジェ州にはDOCGは存在せず、生産される
大半のワインがDOCです（2020年4月現在DOCは8つ）。
イタリアワインガイド誌『ガンベロ・ロッソ』において最高評価を獲得して
いるものも多く、イタリア全州の中でもクオリティーの高いワインを生み
出す先進的な産地として知られています。

アルト・アディジェのブドウ栽培
イタリアを代表する
アロマティックな白ワイン産地

昼夜の寒暖差が大きいアディジェ渓谷で
は、アロマや風味豊かなブドウが育ちます。
白ワインはドイツ系や国際品種を中心に、
数多くの品種が栽培されています。
実は赤ワイン産地としても実力が高い地域
で、繊細なスキアーヴァと濃厚なラグレイン
はぜひおさえておきたい土着品種です。

Zone all’avanguardia

トレンティーノのブドウ栽培
ミネラリーなスプマンテと
「トレントの王子」テロルデゴ

高品質なスプマンテの産地として有名で、その味わいは
引き締まったミネラルが特徴です。テロルデゴはトレント
北部の断崖絶壁に囲まれた狭い平地、ロタリアーノ平
野だけで栽培されている希少な土着品種で、偉大なワ
インも造られます。チェンブラ谷は、フレッシュな酸が特
徴のミュラー・トゥルガウにとって最高のテロワールで、
食前酒としてもおすすめです。

赤ワイン、白ワイン、ロゼワイン

赤ワイン

赤ワイン、ロゼワイン

スプマンテ、白ワイン、ロゼワイン
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毎月、特集する州の 
オリジナル地図を掲載。

 
DOCG、DOCエリアや 
栽培品種を分かりやすく
まとめました。 



山間の地にブドウ畑が広がりその間を、トレント -マレ -メッツァーナ鉄道が走る。
トレントの中心部と山間のスキーリゾートであるドロミテエリアを結ぶ。（トレンティーノ地方）

アルト＝アディジェで
撮影した写真

8月中旬。収穫を約 2～3週間後に控える、完全に色づいていないスキアー
ヴァ。この地方の強い日差しからブドウを守る役割と、夕方から夜にかけてア
ルプス山脈から吹き抜ける恵みの風を最大限に活用したペルゴラ仕立（棚
仕立）。高い標高の影響による昼夜の寒暖差がきれいなアロマを生み出す。
（アルト・アディジェ地方）
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取材チームが10年にわたり
現地を撮影した、 

各地のブドウ畑、造り手の醸造所、 
現地の見どころエリアをご紹介します。 

  美味しそうなスイーツや、
現地の人しか知らない
マニアックな風景も！ 



SCELTA DEL BICCHIEREイタリアワイン通信講座 コラム

COLUMN
V O L .

01

SUGGERIMENTI DI DEGUSTAZIONE

小さめのグラス
ステンレスタンク熟成タイプのワイン
すっきりとした味わいのワイン
ライト～ミディアムボディ

大きめのグラス
厚み・複雑みのあるワイン
樽熟成タイプのワイン
フルボディ

これらの要素を考慮してグラスを決めていきます。

グラスを選ぶ際のポイント

◉ ブドウ品種の種類

◉ 発酵・熟成の仕方や期間

◉ 抜栓後の経過時間

教材の 4 つのグラスで飲み比べてみよう

どのグラスで飲むと一番香りがよくとれるか？
（しっかり香る／少ししか香らない／
ぼやける など差が生じます）
口に含んだ時の味わい（果実味／酸）が
心地よく広がるか？
赤ワインのタンニンの質感（硬さ／なめらかさ）
はどうか？
などを意識しながら飲み比べて、
最適な形のグラスを選びましょう。

◉

◉

◉

リム

グラスの淵の部分。リムの
形や厚さの違いにより、香
りを閉じ込めたり、より感
じさせたりすることができ
ます。また、舌触りへの影
響も生じてくる部分です。

プレート

グラスの台座の部分。テイ
スティングの際にプレート
を持ってもかまいません。

ステム

グラスの持ち手の部分。ス
テムを持って飲むことで、
ワインへの温度変化の影
響を減らします。

ボール

いわゆるグラスの部分。香
りの出方はボールの大きさ
や形に大きく左右されま
す。グラスを回した際、ワ
インが空気に触れることで
より香りがたちますが、た
だグラスが大きければ良
いというわけでもありませ
ん。各ワインには「グラス
の相性」があります。ワイ
ンにどのタイプのグラスが
適当なのかは、ボールの
大きさ、高さ、丸みなどの
具合で判断していきます。

Vino Hayashiイタリアワイン通信講座では、形状の違う4 種類のグラスをお
届け致します。グラスの形が変わるだけで、同じワインでも味わいが変わって
くるので、グラスの選別は重要です。また、違うグラスで飲むとどのように味わ
いが変化するのかを試してみるのも非常に勉強になります。なぜそのグラスが
適当であるのかを検証するために、複数のグラスを用いて実践してみてくださ
い！ また香りを楽しむためには、グラスにワインを注ぎすぎないこともポイント
です。

リム

プレート

ボ
ー
ル

ス
テ
ム

ボールが小さめなので、
ワインの温度が上がりにくい

・すっきりとした味わいのワイン
・軽めの白ワイン
・スプマンテ（メトド・クラッシコ）

特徴：

用途：

小さめのチューリップ型1

ボールが広いため、
華やかな香りを引き出す

・華やかな香りを楽しみたいワイン
・空気を含ませて開かせたいワイン

特徴：

用途：

中くらいのバルーン型2

空気に触れる面積が大きく、ワインを開かせ
ることが出来る（熟成ワインは酸化が進み
やすいのでスワリングはほどほどに）

・Greatな赤ワイン
・熟成の眠りから目覚めさせたいワイン

特徴：

用途：

ブルゴーニュ型3

スワリングで空気を含ませることで
タンニン、舌触りをまろやかにする

・タンニンや果実味がしっかりしたワイン
・熟成による厚みがあるワイン

特徴：

用途：

大きめのボルドー型4

試飲（テイスティング）とは、視覚、嗅覚、味覚によって、外観、
香り、味わいを確認・評価することです。
レストランにおけるテイスティングは、ワインをオーダーしたホスト
がそのワインが健全かどうかを判断するために行うもので、ワイン
の状態が不良である場合にのみ、交換をお願いすることが可能
です。

初回のこの「テイスティングのヒント」では、基本編として、普段
飲む際にどのようなポイントに注意すべきか、テイスティングの仕
方を見ていきます。これに沿ってそれぞれの項目を評価し、感じ
取った情報を毎回テースティング・ノートに記録していくことで、
テイスティング技術を向上させていきましょう。

白い紙や布をバックにしてグラスを斜めに傾け、色の濃淡や色
調、透明度を見ていきます。濃いか淡いか、色の系統はどういっ
たものか、透明度はどうか。
グラスの脚（ステム）を持ち、2～3回クルクルと回します。これを、
スワリングといいます。その後、グラスを水平に保ち、内壁を伝
わって落ちるしずくから、とろみ（粘性）を確認します。

テイスティングの際には、しっかりと香りをとるために、香水や
コーヒーなど強い香りのするものは極力排除する必要があります。
グラスに鼻を近づけ、香りにインパクトがあるか、やさしい香りか、
その強弱をみます。
再度スワリングを 2～3回して香りをたたせ、その中にある複雑性
を感じ取っていきます。フルーツや花、スパイス、ハーブなど多く
の種類の要素を持った香りは複雑であるといえます。
その香りが心地よいものであるか、不快なものであるか、クオリ
ティーを評価します。
香りの中にある特徴を、自分の記憶の引き出しの中にある香りと
照らし合わせ、ひとつひとつ表現していきます。

外観
ワインを少量口に含み、口全体に行き渡らせます。まずは第一印
象がどういったものか感じ取ります。
ゆっくりとワインを口の中で転がしながら、柔らかさ（マイルドさ）、
アルコール度の高さ、タンニン（渋み）の強さ、酸味の強さ、ミネ
ラル感などを確認していき、5段階でグラフに評価していきます。
このとき、白ワインに関しては、基本的にタンニンについて評価を
しません。
飲み込んだ後、余韻がどれくらい続くかを評価します。最後に、
バランスが良いか、ボディー感はどうかといった総合的な評価を
し、印象などをコメント欄に書き込みます。

タンニン

余韻

柔らかさ

アルコール

酸味

ミネラル

タンニン

余韻

柔らかさ

アルコール

酸味

ミネラル

※ 別冊の「テイスティング・ノート評価項目リスト」を参照しながら
     記録しましょう。

テイスティングとは 香り

味わい

「フレッシュな白」の例 「ボディーのある赤」の例
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リースリング型 ブルゴーニュ型

ボルドー型

※3種類のグラスはご希望の方のみの別売品です。

3

3
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標高 400～ 600ｍの粘土を含む砂利質の畑。
低温マセラシオンのあと、温度管理されたステ
ンレスタンクにて発酵し、熟成もステンレスタン
クにて行います。

ソーヴィニヨン・ブラン 100％

ワインデータ

Alto Adige DOC
Sauvignon

アルト・アディジェ DOC
ソーヴィニヨン

アルト・アディジェ州で一番多く作られている黒
ブドウ品種、スキアーヴァ。
コルタッチのスキアーヴァは樹齢 60～90年。ス
テンレスタンクで発酵後、大樽で熟成。

スキアーヴァ100％

ワインデータ

Alto Adige DOC Schiava
 "SONNTALER"

アルト・アディジェ DOC
スキアーヴァ “ソンタレール”

Sauvignon

ワイン名。ブドウ品種をそのまま
ワイン名として表示している（ア
ルト・アディジェでは単一品種
のワインによくみられる）

格付け（原産地呼称）

上：SÜDTIROL（ドイツ語）
下：ALTO ADIGE（イタリア語）
ドイツ語とイタリア語が併記され
ている

格付け（原産地呼称）

上：SÜDTIROL（ドイツ語）
下：ALTO ADIGE（イタリア語）
ドイツ語とイタリア語が併記され
ている

KURTATSCH

生産者名
コルタッチ（ドイツ語表記）

KURTATSCH

生産者名
コルタッチ（ドイツ語表記）

KELLEREI・CANTINA

KELLEREI はドイツ語で、
CANTINAはイタリア語で、
「ワイン醸造所」という意味

KELLEREI・CANTINA

KELLEREI はドイツ語で、
CANTINAはイタリア語で、
「ワイン醸造所」という意味

SONNTALER

ワイン名。
オリジナル・ネーム、ソンタレール

ブドウ品種

ドイツ語とイタリア語が併記され
ている。（→ 詳しくはp26で説
明します）

柑橘系の華やかな香り。
味わいには果実味、塩味がしっかりと
感じられる。程よいボリュームがあり、
余韻には爽やかな酸が伸びる。

＜例＞
焼き鳥（塩）、サーモンのマリネ、
ゴーヤチャンプルー、菜の花と筍のパ
スタ、春野菜の天ぷら、
アスパラ、ブロッコリー、ロマネスコな
どの岩塩炭火焼き

Abbinamento consigliato
このワインに合うお料理

チャーミングで華やかなベリー類の
香り。口に含むとフレッシュな果実味
と、樽熟成由来のほのかに感じられ
るスモーキーさが絶妙なバランスで
広がる。

＜例＞
スモークタン、炭火焼き鳥、キノコとサ
ルシッチャのパスタ、
イタリア風オムレツ（フリッタータ）

Abbinamento consigliato
このワインに合うお料理

0201

・華やかな香り
・フレッシュな果実感と酸味

グラス選びのポイント

・エレガントな香り
・やさしい繊細なタンニン

グラス選びのポイント

Photo by Yuji Komatsu

※ Instagramを事前にインストールしてください
・ 投稿文に、ハッシュタグ
   #みんのもアルトアディジェワインを必ず記載してください。

・ 左のQRコードを読み取ってください
・ Instagramを利用されていない方も閲覧できます

◉ 閲覧の
　 方法

◉ 投稿の
　 方法

みんなで飲もう !  シェアしよう !
Let s Drink & Share

#みんのもアルトアディジェワイン 1.  飲む 2.  撮る 3.  投稿する 4.  見る

QRコードをスマホで読み込むと、他の受講生
のワイン・テイスティングの感想・投稿写真を見
ることができ、様々なテイスティングコメントに
よってワインへの理解が深まります。あなたも是
非テイスティングの様子を投稿してください！

見るだけ
でもO.K.
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ラベルの意味が
読み取れると、
ワインがより一層

美味しく感じられます！

インスタグラムに
投稿された 受講生の方の
写真が見られます！ 
ワインとお料理の

ペアリング写真が多数！ 



6,000ℓの大樽。人よりもはるかに大きいことがわかる

急峻な場所にあるためトラクターは入ることができず
畑仕事はすべて手作業

年間 300日もの日照時間と標高差、寒暖差によっ
て上質なブドウが作られる

KURTATSCHという基礎自治体（コムーネ）の名を
冠した大規模のワイナリー

スキアーヴァの房

コルタッチのワイナリーは、アルト・アディジェ地方テルメーノの南に位置
し、見渡す限りワイン畑の“Stradadel Vino（ワイン通り）” 沿いにあります。
ドイツ語とイタリア語共に公用語のため２ヶ国語を話せる人も多く、現地
では主にドイツ語の方が使われています。実際にワインボトルには、ドイ
ツ語表記「KURTATSCH」の文字が記載されています。また、建物もイタ
リアのそれと趣が異なり、文化の違いをはっきりと感じることができます。
ワイナリーの設立は 1900年と古く、現在では約 200件の農家と契約して
いる協同組合です。畑の面積はトータルで約 110ヘクタール、標高は
250ｍから 900ｍにまで及び、それぞれの最適な土壌で約 15種類のブド
ウ品種を栽培しています。アディジェ峡谷が生み出すミクロクリマは、年間
2,000 時間（約 300 日）もの日照時間を誇り、夏場は 40℃近くまで気温
が上昇しますが、夜は肌寒いほど冷え込みます。
ここでは、何世紀もの経験の積み重ねにより、その土地や標高の違いに
最も適応したブドウが作られてきました。多くのブドウ畑が急峻な場所に
あるためトラクターは入ることができず、畑仕事は全て手作業で行われて
います。

生産者：
KURTATSCH コルタッチ
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空から陸から、コルタッチ村のブドウ畑を現地で撮影してきました。写真と
動画を見ながら、お届けのワインと一緒に土地の風土もぜひ味わってみてく
ださい。　blog.vinohayashi.com/?p=2942
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お届けするワインの 
造り手を紹介します。 

造り手や生産エリアを知れば 
ワインの理解も深まります。 

  イケメンや美女の
造り手も多い！ 



泡 白 赤 ロゼ デザート

ワイン名：

格付：

生産者：

ブドウ品種：

色調：

濃淡：

透明度：

粘性：

外
観

強弱：

複雑性：

クオリティー：

特徴：

香
り

ボディー：

バランス：

特徴：
味
わ
い

日付：　　　　／　　／　　／　　

ヴィンテージ：

アルコール度数：

生産地：

ワイン名：

格付：

生産者：

ブドウ品種：

タンニン

余韻

柔らかさ

アルコール

酸味

ミネラル
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泡 白 赤 ロゼ デザート

ワイン名：

格付：

生産者：

ブドウ品種：

色調：

濃淡：

透明度：

粘性：

外
観

強弱：

複雑性：

クオリティー：

特徴：

香
り

ボディー：

バランス：

特徴：
味
わ
い

日付：　　　　／　　／　　／　　

ヴィンテージ：

アルコール度数：

生産地：

ワイン名：

格付：

生産者：

ブドウ品種：

タンニン

余韻

柔らかさ

アルコール

酸味

ミネラル

テイスティングを記録してみよう。 こちら、テイスティング結果の参考例。

総合評価　☆☆☆☆☆

コメント

総合評価　☆☆☆☆☆

コメント

総合評価　☆☆☆☆☆

コメント

総合評価　☆☆☆☆☆

コメント

ソーヴィニヨン

DOCアルト・アディジェ

コルタッチ

ソーヴィニヨン・ブラン 100％

レモンイエロー

やや淡い

澄んだ

中程度

やや強い

中程度

良質

レモン、ライム、セージ、猫のおしっこ

中程度

良い

冷涼な地域を思わせるミネラル感とほど
よいボリューム感。余韻に心地よい苦み
を感じる。

ソーヴィニヨンらしい華やかさが印象的。きれいな柑橘系の香りに
スーっとするハーブのニュアンスを感じる。

アルト・アディジェ

ソンタレール

DOCアルト・アディジェ

コルタッチ

スキアーヴァ 100％

ルビー

淡い

澄んだ

やや弱い

中程度

中程度

良質

赤系ベリー、スミレ、バラ、ピンクペッパー、キャンディ

中程度

良い

フレッシュな果実の香りにイキイキとし
た酸味。穏やかなタンニンと硬質なミネ
ラル。

チャーミングな印象ながら、余韻も長く味わいはエレガント。余韻
にほのかに感じる苦味が絶妙なバランスを作り出す。燻製した料理
と合わせてみたい。

アルト・アディジェ

Vino Hayashi スタッフの、4種のグラスを使った試飲レポートです。
ご参考ください！  blog.vinohayashi.com/?p=2944

グラスとの相性について
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お届けするワインの記録を 
残していきましょう。 

書くことで、
香りや味わいが記憶
できます。 

QRコードを読み込むと、 
3種類のグラスを比較した 
テイスティングレポートを 
見ることができます。 

ワインによって
最適なグラスを学習しよう！  



WEINVERKAUF と VENDITA VINI 。ワイン販売所。

ワイナリーの案
内看板。ドイ

ツ語、イタリア語
ではまだ不

十分。さらに英
語まで加わ

り、文字てんこ
盛りです。

配送
トラッ

クも自
社名
をダブ

ル表
記。

自社
の宣
伝効
果を
半減
させ
ない
ため
にも…

。

コルタッチ
村の入口看

板。上にド
イツ語。イ

タリア語は
下に書かれ

ています。

そして今
回お届け

したワイン
 

SONNTALER のラベル表
記につい

てもやはり
2ヶ国語表

記。

オーストリアと国境を接するアルト・アディジェ地方。実は、
住民の約 2/3がイタリア語をメインで使ってい
ません。じゃあ何語？ そう、ドイツ語です。公用語もドイツ語とイタリア語のダブル使用。だから看板類もダブルでの言語表記が当たり前。

1つのことを表すのに 2重に書かなくちゃいけない、そんな地域特有の「文字が増
えて忙しい看板」、紹介します。

補足解説しますと、こちら…
Vernatsch Alte Reben（ヘルナッチュ・アルテ リーべン）の

VernatschとSchiava（スキアーヴァ）。どちらも同じ品種名を意味

し、それぞれドイツ語とイタリア語で表記したものになります。

※Alte Rebenとは、古木の意味。樹齢 60~90年のブドウを使

用しています。
ちなみに、スキアーヴァというブドウ品種にはおもに 4タ

イプあります。スキアーヴァ・グリージャ（灰色のスキ

アーヴァ）、スキアーヴァ・ジェンティーレ（穏やかなスキ

アーヴァ）、スキアーヴァ・グロッサ（大きいスキアーヴァ）、スキ

アーヴァ・ネーラ（黒いスキアーヴァ）があります。
主にコルタッチで使用されているのは、スキアーヴァ・グリージャ。その房

のろう質が粒全体に白い粉が覆い、灰色がかってみえることで、グリージャ

（灰色）と呼ばれていたという説があります。
そのうちスキアーヴァ・グリージャ、ジェンティーレ、グロッサはおもにアルト・

アディジェ地方、スキアーヴァ・ネーラはおもにトレンティーノ地方や

ヴェネト州、ロンバルディア州で栽培されています。

コルタッチはこの地域に多くみられる協同組合の生産者。
仕事を終えた皆さんの乾杯に遭遇。 

さあ、今回勉強した内容を確認してみよう！
blog.vinohayashi.com/?p=2946

確認クイズ  イタリアワイン通信講座 vol.1

NEL
PROSSIMO
NUMERO

v o l .02
良いワインは
良いブドウからしか
造れない

ブドウの生育サイク
ル、栽培方法、基本
的なブドウ品種につ
いて学ぶほか、ピエ
モンテ州のワインに
フォーカスします。

今月の表紙：スキアーヴァの畑で作業中だった契約農家のア
ントン・マイヤーさん。

講座の内容についてご質問・ご意見・ご感想などは
お気軽にご連絡ください。

support@vinohayashi.com
イタリアワイン通信講座 事務局 （株式会社 Vino Hayashi 内）
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町 1-2-3-3F

電話： 0120-991-202  （営業時間： 平日 10:00～ 18:00）

次回は
Instagram

YouTube

最新情報を
お届けしています
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毎回、テーマに沿って
学んだおさらいが
できるように
10問のクイズが
ついています。
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トレンティーノ地方：棚仕立ての畑から見上げた、
荒 し々い岩肌が剥き出しの山並みや独特な灰色の岩
肌が特徴のドロミテ山塊。

最後までご覧いただき 
ありがとうございました。 

イタリアワインを通じて
皆さまのより豊かな人生の
一助となれば幸いです。




